
新潟食料農業大学　食料産業学部　食料産業学科

1 事前指導①　　オリエンテーション、実地研修する企業・機関の事前調査

2 事前指導①　　実地研修の内容と留意点

3 実地研修①　　食品関連企業、卸売市場・流通センター等

4 実地研修①　　食品関連企業、卸売市場・流通センター等

5 実地研修①　　食品関連企業、卸売市場・流通センター等

6 実地研修①　　食品関連企業、卸売市場・流通センター等

7 事後指導①　　わかったこと・気づいたことの取りまとめ

8 事前指導②　　実地研修する企業・機関の事前調査

9 実地研修②　　食品関連企業、卸売市場・流通センター等

10 実地研修②　　食品関連企業、卸売市場・流通センター等

11 実地研修②　　食品関連企業、卸売市場・流通センター等

12 実地研修②　　食品関連企業、卸売市場・流通センター等

13 事後指導②　　わかったこと・気づいたことの取りまとめ

14 事後指導②　　自己評価書の作成と総括

15 事後指導②　　自己評価書の作成と総括

参考書等 特に指定しない。

事前事後学習
事前に、実地研修先の企業・業界の情報をWeb等で調べておくこと。事後には、実地研修を振り返
り、到達目標の達成状況を確認すること。

備考

教科書 授業で資料を配付する。

1 後期 1 全員 選択

授業の概要

大学生活の早い段階から食料産業の就業感を醸成し、より高い目的意識で学業に専念していくた
めに、本科目で実社会を経験する。農場や食品製造・加工工場、卸売市場、食品販売店、農業ベン
チャー等、多岐に渡る食料産業の代表的な現場を見学・体験し、それぞれの目的や役割、現状と課
題等を理解することで、自身の進むべき方向性を見出すことを目的とする。

到達目標
・自己理解・業界理解・就業理解を深めるきっかけとし、より高い教育目標達成の一助とする。
・自身の将来の就業イメージを高め、次世代の農食産業界で活躍する担い手意識を高める。

授業計画

評価方法 事前調査レポート、研修報告書、自己評価書をもとに到達目標の達成状況を判断し、評価する。

対象年次 配当学期 単位数 対象 必選区分

054

科目名 インターンシップⅠ 担当教員 鈴木孝男


